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福山誠之館校長（第５代） 

 

経 歴 

生：弘化２年（１８４５年）５月、江戸阿部家藩邸内・内藤家に生れる 

没：明治３９年（１９０６年）、享年６２歳 

－ － 幼時を江戸で過ごす 

安政３年（１８５６年）～慶応３年（１８８７

年） 

１１～２２歳 藩校福山誠之館に入り、和漢の書物を講究する。また幕末ごろには

誠之館文学寮で門田重長、北條益三郎、内田宣などに漢学を学

ぶ。また江木鰐水、濱野章吉に就き学修する 

明治２年（１８６９年）～４年（１８７１年） ２４～２６歳 東京福澤諭吉に就き英学を専修する 

明治４年（１８７１年）正月 ２５歳 大学少助教 

明治４年（１８７１年）８月２２日 ２５歳 文部少助教 

明治４年（１８７１年） ２６歳 関藤藤陰の女婿として関藤家に入る 

明治５年（１８７２年）正月 ２８歳 文部省南校専門学科 

明治５年（１８７２年）３月８日 ２８歳 文部省編輯掛 

明治５年（１８７２年）１１月１２日 ２８歳 文部省教科書編成課 

明治７年（１８７４年）１月２９日 ３０歳 文部省辞任 

明治７年（１８７４年）３月～８年（１８７５年）１０月２４日 ３０～３１歳 新設の官立新潟師範学校において三等教諭 

明治１０年（１８７７年）１月２９日～１３年（１８８０年）７月８日 ３３～３６歳 東京府御用掛（学務課担当） 

明治１２年（１８７９年）３月７日～１３年（１８８０年）７月８日 ３５～３６歳 東京府第一中学校の開設に伴って、第一中学幹事を兼務する 

明治１３年（１８８０年）１２月２日 ３６歳 文部省報告局 

明治１６年（１８８３年）５月７日 ３９歳 文部省報告局兼普通学務局 

明治１６年（１８８３年）１１月１日 ３９歳 秋田県師範学校校長兼秋田中学校校長 

明治１８年（１８８５年）８月１日～８月３日 ４１歳 秋田県秋田女子師範学校校長心得 

明治１９年（１８８６年）７月２９日～２０年（１８８７年）３月１０日 ４２～４３歳 秋田県尋常中学校校長 

明治２５年（１８９２年）２月１３日～２６年（１８９３年）５月２３日 ４８～４９歳 宮内省図書寮御系譜課 

明治２６年（１８９３年）５月３１日～２９年（１８９６年）４月１８日 ４９～５２歳 広島県福山尋常中学校（誠之館）校長（在任２年１１ヶ月） 
 



 

関係年表 

明治２６年（１８９３年）４月１日 「尋常中学福山誠之館」を「広島県福山尋常中学校」と改称、地

方税経済により維持 

明治２６年（１８９３年）１１月２５日 福山尋常中学校校友会発会式 

明治２７年（１８９４年）９月２１日 寄宿舎開舎式 

明治２７年（１８９４年）１１月２５日 福山尋常中学校、開校記念日とし、以後毎年記念式を行う 

 

生い立ちと学業、業績 

生い立ちと学業 

弘化２年（１８４５年）５月、江戸阿部家藩邸において福山藩士内藤延忠の次男に生れる。号

は北涯。 

誠之館文学寮に在籍時など大友平五郎を名乗っていた。 

関藤家 

関藤藤陰の長女篤子と結婚していたが、のち関藤藤陰の二人の男子が早世したため、明治４

年（１８７１年）請われて関藤家に入って家を継ぎ、関藤成緒を名乗った。 

家は長子関藤国助が継いだ。 

著書 

著書には教科書を中心にして、『新撰支那小史』、『万国小史』、『百科全書 地文学』、『学校

用地文学（上下）』などがある。   （出典１） 

［事績・業績］ 

 藩校誠之館の卒業生であり、しかも、藩校誠之館の開設に力をつくした関藤藤陰の養嗣子

であることから、母校誠之館に対する思い入れは歴代校長以上であったに違いない。特に、

「誠之館」という呼名が校名から失われたことに対する思いもあってか、開校記念日の開設は

最も大きな業績であったといえよう。それより１年前校友会の発会式が行われた。次のように報

ぜられている。 

「明治２６年（１８９３年）５月、秋田県尋常中学校長、宮内省図書寮勤務を経て、本校々長とし

て赴任して来た関藤成緒校長は、教室外における生徒の体育・文化の自発的活動を促進

し、余暇を善用させるという目的をもって、はじめて校友会という組織の結成に着手した。その

後、半年間の準備期間を経て、明治２６年（１８９３年）１１月２５日、校友会の発会式が行われ

た。この日、岡田吉顕郡長のほか、収税所長・憲兵分隊長・警察署長・郵便電信局長・小学校

長の諸氏が来賓として来校、午前九時開式された。（下略）」（百三十年史・上・５８１頁） 

 一中学の校友会発会式であるが、来賓として地元名士のほとんどが参集されるといった注

目する行事であった。それ以後この校友会が現在までの誠之館教育の勉学と並んでの一方

のバックボーンを形成していることを思えば、この校長の業績は称えられてしかるべきものであ

った。 

 新寄宿舎の落成も大きな業績であった。遠隔地からもすぐれた生徒を集めるためには寄宿

舎は不可欠の施策であった。戦前の生徒の思い出の記に多く寄宿舎生活が出てくるのも故



なしとしない。 

 校長退任後も「福山教育義会」の役員として、「福山誠之館」の発展に力を尽くした。    松

岡義晃（昭和２８年卒） 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏 名 書  名 制作／発行 日 付 

００２７７ 関藤成緒 訳 『百科全書 地文学 全』 文部省 明治１５年 

００２７８ 関藤成緒 纂訳 『学校用地文学（上下）』 吉川半七 明治１６年 

００２７６ 関藤成緒 著 『万国小史 全』 － 明治２６～２９年ごろ 

０７００９ 三島中洲 書 七言絶句「水閣招魂」 － 明治２４年 

０７０２２ 川路寛堂 書 「徳川斉昭公親書及びその由緒書」 － 明治２７年 

 

出典１：『関藤藤陰十大功績』、２１頁、岡田逸一著、関藤藤陰遺徳顕彰会刊、昭和４９年１２月２９日 

関連情報１：『誠之館百三十年史（上巻）』、101・423・470・492・501・538・566・567・581・583・696・697・1174 頁、福山誠之館同

窓会編刊、昭和６３年１２月１日 

関連情報２：『近世後期の福山藩の学問と文芸』、85 頁、福山市立福山城博物館編刊、１９９６年４月６日 

関連情報３：『学校要覧（昭和６２年度）』、4 頁、秋田県立秋田高等学校 

２００５年４月４日更新：本文●２００５年９月２２日更新：所蔵品●２００５年１１月１１日更新：関連情報●２００５年１２月５日更新：

所蔵品●２００６年３月２７日更新：所蔵品●２００８年４月８日更新：経歴・本文●２００８年９月３０日更新：経歴・本文追加・出典

●２００９年３月１６日更新：誠之館所蔵品●２０１０年１１月２２日更新：探しています●２０１４年３月１１日更新：本文・探していま

す●２０１５年２月１０日更新：誠之館所蔵品●２０１５年３月９日更新：誠之館所蔵品● 

 


